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元々笑顔はよくほめられていたのですが、特に意識するようになっ
たのが学生時代のボランティア活動です。発達障害のある子ども
やそのきょうだいと関わるボランティアに4年間参加しており、３
年次の１年間は代表も務めました。代表として子どもたちだけで
なく保護者の方と関わる上で、笑顔を大切にしていたところ、とて
も良い関係を築くことができました。そのことから、今でも入居者
様との関わりでは笑顔を大切にしています。

やはり「ありがとう」の言葉はうれしくなります。居室でお食事をされ、ご自分で下膳しに来てくださる入居
者様が、体調がすぐれない時があり、こちらで下膳しに伺った際、「ありがとう。助かったよ」と言ってくださっ
たときは、こんなちょっとしたことで感謝していただけて、うれしいと同時に申し訳ないくらいでした。また、
サ高住通信を作成した際、入居者様に「あなたの文章、大してよかったよ！」と言っていただけた時、作成中
の大変だなぁという気持ちが吹き飛び、やってよかったと思えました。








